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３月30日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

公
立
大
学
法
人
山
口
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
（
学
事
文
書
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
生
活
衛
生
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
（
医
務
保
険
課
）
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地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
医
務
保
険
課
）
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地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
新
産
業
振
興
課
）

四
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規

則

公
立
大
学
法
人
山
口
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
七
号

公
立
大
学
法
人
山
口
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

公
立
大
学
法
人
山
口
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年

山
口
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
法
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
第
十
三
条
第
四
項
、
同
条
第
六
項
第
二
号
、
」
を
加

え
、
「
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び

第
四
項
、
第
四
十
条
第
七
項
並
び
に
第
四
十
六
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

四
十
条
第
六
項
、
第
四
十
六
条
、
第
五
十
六
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
七
十
八
条
の
二
第

二
項
」
に
、
「
）
第
三
十
条
」
を
「
）
第
三
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
り
、
第
六
条
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
、
申
請
書
に
」
を
加

え
、
「
の
期
間
の
最
初
の
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
に
当
該
中
期
計
画
」

を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
三
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
」
を
「
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す

る
。第

一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
監
査
報
告
の
記
載
事
項
）

第
二
条

法
第
十
三
条
第
四
項
の
監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

法
人
の
業
務
が
、
法
、
他
の
法
令
、
条
例
若
し
く
は
規
則
又
は
定
款
若
し
く
は
業
務
方
法
書
、

法
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
規
程
そ
の
他
の
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
適

正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

法
人
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備

及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

法
人
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
三
条

法
第
十
三
条
第
六
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
知
事

に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

第
九
条
を
削
り
、
第
十
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
条

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

法
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

一
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二

財
務
諸
表
の
要
約

三

業
務
の
実
績
に
基
づ
く
説
明

四

そ
の
他
事
業
に
関
す
る
事
項

第
十
一
条
中
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
四
十
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
を
削
り
、
第
十
九
条
を
第
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
法
令
等
違
反
行
為
の
依
頼
等
の
届
出
に
係
る
内
部
組
織
）

第
十
九
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
内
部
組
織
は
、
現
に
存
す
る
理
事
長
の
直

近
下
位
の
内
部
組
織
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
現
内
部
組
織
」
と
い
う
。
）

で
あ
っ
て
再
就
職
者
（
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
離
職
前

五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。

⚒

直
近
七
年
間
に
存
し
、
又
は
存
し
て
い
た
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
と
し
て
知
事
が
定
め

る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
現
内

部
組
織
（
当
該
内
部
組
織
が
現
内
部
組
織
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
現
内
部
組
織
）
が
行
っ

て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
当

該
現
内
部
組
織
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
三
条

と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
法
令
等
違
反
行
為
の
依
頼
の
届
出
等
に
係
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
二
十
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
は
、
役
員
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
出
資
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条

法
人
は
、
法
第
七
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

出
資
先
の
名
称
、
住
所
又
は
居
所
及
び
代
表
者
名
（
出
資
先
が
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地
並
び
に
無

限
責
任
組
合
員
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
）

二

出
資
に
係
る
財
産
の
内
容
及
び
評
価
額

三

出
資
を
行
う
時
期

四

出
資
を
必
要
と
す
る
理
由

五

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

⚒

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

出
資
先
の
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款
（
出
資
先
が
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
組
合
契
約
書
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

二

出
資
先
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
財
務
に
関
す
る
書
類

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
二
条

法
第
七
十
八
条
の
二
第
二
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
報
告
書
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報

告
書
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
項
目
ご
と
に
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら

か
に
し
た
報
告
書

当
該
事
業
年
度
に
係
る
年
度
計
画
に
定
め
た
項
目

二

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当

該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
並
び
に
中
期
目
標
の
期
間

に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報

告
書

中
期
計
画
に
定
め
た
項
目

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
八
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
平
成
二
年
山
口
県
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
添
付
書
類
⚑
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
７
条
第
５
号
に
掲
げ
る
事
項

（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
30条

の
45に

規
定
す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の

に
限
る
。
）
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
受
験
願
書
（
別
記
第
11号

様
式
）
を
提
出
し
た
後
に
氏
名
を
変
更
し

た
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
に
限
る
。
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
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病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
九
号

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年

山
口
県
規
則
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
無
菌
病
室
の
病
床
又
は
集
中
強
化
治
療
室
若
し
く
は
心
疾
患
強
化
治

療
室
の
病
床
で
あ
っ
て
、
当
該
病
室
の
入
院
患
者
が
当
該
病
室
に
お
け
る
治
療
の
終
了
後
に
入
院
す
る

た
め
に
専
ら
用
い
る
他
の
病
床
が
同
一
の
病
院
内
に
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
他
の
病
床
が
確

保
さ
れ
て
い
る
放
射
線
治
療
病
室
等
の
病
床
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中

「
に
規
定
す
る
他
の
病
床
が
確
保
さ
れ
て
い
る
放
射
線
治
療
病
室
等
」
を
「
の
放
射
線
治
療
病
室
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
六
十
号

地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
（
平

成
二
十
三
年
山
口
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
法
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
第
十
三
条
第
四
項
、
同
条
第
六
項
第
二
号
、
」
を
加

え
、
「
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び

第
四
項
、
第
四
十
条
第
七
項
並
び
に
第
四
十
六
条
」
を
「
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
条
第
六
項
、
第
四
十
六
条
並
び
に
第
五
十
六
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二

号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
及
び
第
七
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
を
第
六
条
と
し
、
第
三
条
を
第
五

条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
」
を
「
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す

る
。第

一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
監
査
報
告
の
記
載
事
項
）

第
二
条

法
第
十
三
条
第
四
項
の
監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

法
人
の
業
務
が
、
法
、
他
の
法
令
、
条
例
若
し
く
は
規
則
又
は
定
款
若
し
く
は
業
務
方
法
書
、

法
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
規
程
そ
の
他
の
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
適

正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

法
人
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備

及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

法
人
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
三
条

法
第
十
三
条
第
六
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
知
事

に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
八
条

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
報
告
書
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
書
の
い

ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
項
目
ご
と
に
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら

か
に
し
た
報
告
書

当
該
事
業
年
度
に
係
る
年
度
計
画
に
定
め
た
項
目

二

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当

該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
並
び
に
中
期
目
標
の
期
間

に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報

二

山 口 県 報平成30年３月30日 金曜日 （号 外−21）

三

山 口 県 報平成30年３月30日 金曜日 （号 外−21）



告
書

中
期
計
画
に
定
め
た
項
目

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
章
第
十
一
節
第
八
十
五
」
を
「
第
一
章
第
十
一
節
第
八
十
五
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
二
条
中
「
第
四
十
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す

る
。第

九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
条

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

法
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

二

財
務
諸
表
の
要
約

三

業
務
の
実
績
に
基
づ
く
説
明

四

そ
の
他
事
業
に
関
す
る
事
項

第
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
法
令
等
違
反
行
為
の
依
頼
等
の
届
出
に
係
る
内
部
組
織
）

第
十
八
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
内
部
組
織
は
、
現
に
存
す
る
理
事
長
の
直

近
下
位
の
内
部
組
織
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
現
内
部
組
織
」
と
い
う
。
）

で
あ
っ
て
再
就
職
者
（
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
離
職
前

五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。

⚒

直
近
七
年
間
に
存
し
、
又
は
存
し
て
い
た
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
と
し
て
知
事
が
定
め

る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
現
内

部
組
織
（
当
該
内
部
組
織
が
現
内
部
組
織
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
現
内
部
組
織
）
が
行
っ

て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
当

該
現
内
部
組
織
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
法
令
等
違
反
行
為
の
依
頼
等
の
届
出
に
係
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
十
九
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
は
、
役
員
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
六
十
一
号

地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
方
独
立
行
政
法
人
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規

則
（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
法
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
第
十
三
条
第
四
項
、
同
条
第
六
項
第
二
号
、
」
を
加

え
、
「
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
二

項
」
に
、
「
及
び
第
四
項
、
第
四
十
条
第
七
項
並
び
に
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
条
第
六
項

及
び
」
に
、
「
第
七
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
り
、
第
六
条
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
、
申
請
書
に
」
を
加

え
、
「
の
期
間
の
最
初
の
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
に
当
該
中
期
計
画
」

を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
三
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
」
を
「
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す

る
。第

一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
監
査
報
告
の
記
載
事
項
）

第
二
条

法
第
十
三
条
第
四
項
の
監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

法
人
の
業
務
が
、
法
、
他
の
法
令
、
条
例
若
し
く
は
規
則
又
は
定
款
若
し
く
は
業
務
方
法
書
、

法
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
規
程
そ
の
他
の
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
適

正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

法
人
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備

及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

法
人
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実

四
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五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
三
条

法
第
十
三
条
第
六
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
知
事

に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
九
条

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
報
告
書
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
書
の
い

ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
項
目
ご
と
に
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら

か
に
し
た
報
告
書

当
該
事
業
年
度
に
係
る
年
度
計
画
に
定
め
た
項
目

二

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当

該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
並
び
に
中
期
目
標
の
期
間

に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報

告
書

中
期
計
画
に
定
め
た
項
目

第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
一
章
第
十
一
節
第
八
十
四
」
を
「
第
一
章
第
十
一
節
第
八
十
五
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
四
条
中
「
第
四
十
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と

す
る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
一
条

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

法
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

二

財
務
諸
表
の
要
約

三

業
務
の
実
績
に
基
づ
く
説
明

四

そ
の
他
事
業
に
関
す
る
事
項

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条

第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

四

山 口 県 報平成30年３月30日 金曜日 （号 外−21）

五

山 口 県 報平成30年３月30日 金曜日 （号 外−21）
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